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福
井
・
あ
わ
ら
温
泉
の「
美

松
」
は
、
「
湯
め
ぐ
り
と
回

廊
庭
園
の
癒
し
宿
」
と
称
す

る
通
り
、
悠
々
と
く
つ
ろ
げ

る
温
泉
と
、
花
木
が
四
季
を

彩
る
庭
園
が
自
慢
だ
。
開
閉

ド
ー
ム
式
の
屋
根
を
持
つ
大

浴
場
の
ほ
か
、
露
天
風
呂
を

備
え
た
客
室
を
多
く
持
つ
。

今
夏
に
は
、
さ
ら
に
高
品
質

の
お
も
て
な
し
を
提
供
す
る

特
別
室
を
備
え
た
別
邸
「
美

悠
」
も
オ
ー
プ
ン
し
た
。

開
閉
ド
ー
ム
式
庭
園
大
浴

場
「
太
陽
殿
」
は
、
屋
根
の

開
閉
は
季
節
、
天
候
に
よ
る

が
、
開
放
す
れ
ば
、
回
廊
庭

園
が
目
の
前
に
広
が
る
。
こ

の
ほ
か
太
陽
殿
に
は
庭
園
露

天
風
呂
が
あ
り
、
夜
に
は
星

空
や
月
を
眺
め
な
が
ら
の
入

浴
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。太

陽
殿
と
対
を
な
す
よ
う

に
、
月
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
大
浴
場
が
「
明

月
殿
」
。
満
月
に
照

ら
さ
れ
た
よ
う
な
明

る
さ
と
、
半
月
の
円

を
描
い
た
よ
う
な
浴

槽
が
美
し
い
。
床
に

は
す
べ
り
に
く
く
明

る
い
色
合
い
の
イ
ン

ド
砂
岩
が
敷
き
詰
め

ら
れ
て
い
る
。

太
陽
殿
と
明
月
殿

は
、
時
間
を
区
切
っ
て
男
女

入
れ
替
え
制
に
し
て
お
り
、

両
方
の
大
浴
場
を
満
喫
で
き

る
。美

松
の
客
室
数
は
、
別
邸

「
美
悠
」
を
含
め
て
８９
室
。

こ
の
う
ち
３６
の
客
室
に
露
天

風
呂
が
付
い
て
い
る
。

４
、
５
階
が
回
廊
庭
園
を

見
下
ろ
す
露
天
風
呂
付
き
の

客
室
階
で
、
４
階
を
「
悠
々

の
階
」
、
５
階
を
「
遥
々
の

階
」
と
言
う
。
両
階
に
計
２８

室
が
あ
り
、
部
屋
ご
と
に
檜

や
信
楽
焼
を
使
っ
た
デ
ザ
イ

ン
の
異
な
る
露
天
風
呂
が
あ

る
。別

邸
「
美
悠
」
は
、
各
部

屋
に
露
天
風
呂
を
備
え
た
ス

イ
ー
ト
タ
イ
プ
の
客
室
。
全

８
室
。
美
悠
専
属
の
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
を
配
置
し
、
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン
・
ア
ウ
ト
も
他
の

宿
泊
客
と
は
異
な
る
専
用
デ

ス
ク
で
応
対
す
る
。
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
感
を
重
視
し
た
上
質

な
ひ
と
時
を
約
束
す
る
。

別
邸
の
各
客
室
へ
の
廊
下

は
、優
し
い
感
触
の
畳
敷
き
。

室
名
に
は
、
回
廊
庭
園
を
彩

る
松
、
桜
、
椿
、
雪
柳
、
山

吹
、
南
天
、
花
水
木
、
沈
丁

花
の
名
を
付
け
た
。
和
モ
ダ

ン
を
基
調
と
し
た
ベ
ッ
ド
ル

ー
ム
、イ
ン
テ
リ
ア
も
斬
新
。

マ
ッ
サ
ー
ジ
機
を
備
え
た
タ

イ
プ
の
客
室
も
あ
る
。
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別
邸
含
め
３６
室
に
露
天
風
呂

「太陽殿」にある露天風呂

４面にも
別邸「美悠」の客室露天風呂

辰
口
温
泉
の
ま
つ
さ
き

（
松
崎
陽
充
社
長
）
は
、
明

治
の
文
豪
・
泉
鏡
花
の
小
説

の
舞
台
と
な
っ
た
老
舗
旅

館
。
地
元
金
沢
港
な
ど
で
水

揚
げ
さ
れ
た
ズ
ワ
イ
カ
ニ
、

寒
ブ
リ
な
ど
の
海
の
幸
や
伝

統
の
加
賀
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
懐
石
料
理

を
供
す
る
名
門
料
亭

旅
館
と
し
て
も
知
ら

れ
る
。

同
館
の
魅
力
は
、

そ
の
歴
史
や
料
理
だ

け
で
な
く
、
庭
園
内

か
ら
１
日
３
０
０
�

も
湧
出
す
る
温
泉
に

も
あ
る
。
泉
温
が
３６

・
５
度
、
含
硫
黄
�

ナ
ト
リ
ウ
ム
�
硫
酸

塩
・
塩
化
物
泉
（
弱

ア
ル
カ
リ
性
低
張
性

温
泉
）
の
湯
は
、
肌
に
や
さ

し
く
滑
ら
か
。
館
内
す
べ
て

の
浴
槽
に
こ
の
温
泉
を
供
給

し
て
お
り
、
特
に
大
浴
場
の

檜
風
呂
で
は
加
水
加
温
せ

ず
、
源
泉
を
か
け
流
し
に
し

て
い
る
。

安
土
桃
山
時
代
に
基
礎
が

造
ら
れ
た
と
い
う
歴
史
あ
る

庭
園
も
魅
力
の
１
つ
。
大
浴

場
の
ほ
か
、
客
室
棟「
鳳
凰
」

「
松
寿
庵
」
「
桃
山
庵
」
の

各
客
室
露
天
風
呂
や
鳳
凰
５

階
の
露
天
風
呂
か
ら
も
楽
し

め
る
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
、

雪
景
色
の
美
し
さ
は
特
筆
も

の
だ
。
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兵
庫
県
の
有
馬
温
泉
に
あ

る
「
兵
衛
向
陽
閣
」
（
風
早

和
喜
社
長
）
は
、
太
閤
秀
吉

公
か
ら
「
兵
衛
」
の
名
を
授

か
っ
た
、
有
馬
を
代
表
す
る

歴
史
と
伝
統
あ
る
旅

館
だ
。

兵
衛
流
お
も
て
な

し
の
心
は
長
年
に
わ

た
り
、
守
り
伝
え
積

み
上
げ
て
き
た
伝
統

の
な
せ
る
技
。
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
感
性
と
の
組
み
合

わ
せ
で
、
地
元
産
の

新
鮮
な
山
海
の
旬
の

素
材
を
生
か
し
匠
の

技
で
仕
上
げ
た
料
理

が
味
わ
え
る
。

有
馬
の
旅
館
の
中
で
も
、

広
さ
、
豪
華
さ
で
群
を
抜
く

３
つ
の
大
浴
場
を
備
え
る
。

特
に
昔
懐
か
し
い
、
自
然
と

一
体
と
な
っ
た
野
趣
溢
れ
る

湯
治
場
風
の
「
三
の
湯
」
棟

に
は
、
檜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

っ
た
大
浴
場
を
は
じ
め
、
貸

切
露
天
風
呂
や
木
の
香
り
が

あ
ふ
れ
、
体
の
芯
ま
で
温
ま

る
と
好
評
の
檜
の
酵
素
風
呂

も
あ
る
。

最
上
階
に
は
大
展
望
の
露

天
風
呂
を
備
え
た
客
室
が
あ

る
。
有
馬
の
高
台
に
あ
る
た

め
、
丹
波
篠
山
ま
で
続
く
雄

大
な
山
々
の
景
色
を
一
望
で

き
、
ま
た
夕
陽
に
夜
景
に
時

に
は
早
朝
の
雲
海
ま
で
、
心

ゆ
く
ま
で
湯
浴
み
が
堪
能
で

き
る
。

兵
庫
県
神
戸
市
北
区
有
馬
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飛
騨
高
山
温
泉
の
「
本
陣

平
野
屋
花
兆
庵
」
（
有
巣
秀

司
社
長
）
は
、
高
山
市
街
の

朝
市
や
古
い
町
並
み
が
残
る

「
さ
ん
ま
ち
通
り
」
の
散
策

に
便
利
な
立
地
な
が
ら
、
し

っ
と
り
と
落
ち
着
け
る
こ
と

か
ら
人
気
を
集
め
て
い
る
。

同
館
で
寛
ぎ
の
ひ
と
と
き

を
過
ご
す
女
性
に
好
評
な
の

が
、
「
り
ら
っ
く
す
蔵
」
。

一
見
街
に
溶
け
込
ん
だ
古
い

町
屋
だ
が
、
実
は
同
館
に
宿

泊
し
た
大
人
の
女
性
だ
け
が

入
浴
と
エ
ス
テ
を
楽
し
め
る

癒
し
の
「
隠
れ
家
」
だ
。
明

治
の
面
影
を
持
つ
町
屋
を
生

か
し
た
、り
ら
っ
く
す
蔵
は
、

土
蔵
の
重
厚
な
漆
喰
の
壁
や

太
い
梁
、
高
い
天
井
を
生
か

し
た
浴
場
が
特
徴
。
天
窓
か

ら
降
り
注
ぐ
光
が
心
地
よ

く
、
飛
騨
高
山
温
泉
を
ゆ
っ

た
り
と
楽
し
め
る
。

エ
ス
テ
メ
ニ
ュ
ー
も
充

実
。
庭
を
望
む
和
室
で
プ
チ

リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
か
ら
本

格
的
な
ス
ト
ー
ン
セ
ラ
ピ
ー

ま
で
楽
し
め
る
。

吹
き
抜
け
の
囲
炉
裏
や
館

内
に
配
さ
れ
た
こ
だ
わ
り
の

家
具
や
小
物
な
ど
が
醸
し
出

す
柔
ら
か
な
雰
囲
気
も
女
性

客
に
好
ま
れ
て
い
る
。

岐
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冬
の
渡
り
廊
下

庭
園
内
で
１
日
３００
�
湧
出

広
く
豪
華
な
３
つ
の
大
浴
場

女
性
限
定
、癒
し
の
隠
れ
家

客
室
の
展
望
露
天
風
呂

りらっくす蔵

日
本
一
大
き
な
混
浴
露
天

風
呂
に
認
定
さ
れ
て
い
る
庭

園
大
露
天
風
呂「
龍
宮
の
湯
」

は
島
根
県
松
江

市
玉
造
温
泉
の

旅
館
「
湯
之
助

の
宿
長
楽
園
」

（
長
谷
川
暎
一

社
長
）
が
所
有

す
る
。
１
２
０

坪
の
広
さ
を
誇

る
源
泉
掛
流
し

の
手
掘
式
。
龍

宮
の
湯
は
来

年
、
１
０
０
周

年
を
迎
え
、
特

別
宿
泊
プ
ラ
ン

を
販
売
す
る
。

一
面
に
湯
け
む
り
が
立
ち

上
る
湯
船
。
心
地
よ
い
風
に

あ
た
り
、
静
寂
な
時
の
中
で

庭
園
を
眺
め
な
が
ら
の
入
浴

は
こ
の
上
な
い
一
時
。
開
放

感
あ
ふ
れ
る
龍
宮
の
湯
に
浸

か
る
と
、
日
常
の
せ
わ
し
さ

を
忘
れ
、
明
日
へ
の
活
力
が

み
な
ぎ
る
。
雨
よ
け
屋
根
も

設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
春
夏

秋
冬
、
温
泉
情
緒
を
肌
で
感

じ
ら
れ
る
。

湯
之
助
の
宿
長
楽
園
は
、

江
戸
時
代
に
松
江
藩
か
ら

「
湯
之
助
」
の
官
職
名
を
賜

る
。
創
業
１
４
１
年
の
名
宿

だ
。
龍
宮
の
湯
は
１
０
０
周

年
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
打
ち
出

し
、
特
別
宿
泊
プ
ラ
ン
を
来

年
４
月
頃
発
売
す
る
予
定
。
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１
日
２
千
�
も
の
豊
富
な

湯
が
湧
き
出
る
山
口
・
湯
田

温
泉
。Ｐ
ｈ
９
・
１８
と
い
う
ア

ル
カ
リ
性
単
純
泉
は
、
や
わ

ら
か
で
美
肌
効
果
が
高
い
。

こ
の
湯
を
館
内
で
満
喫
で
き

る
の
が
、「
西
の
雅
常
盤
」（
宮

川
力
社
長
）
。
大
女
将
の
宮

川
高
美
さ
ん
が
毎

晩
演
じ
る
「
女
将

劇
場
」
で
も
知
ら

れ
る
宿
だ
。

石
造
り
や
檜
造

り
の
露
天
風
呂
や

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

が
美
し
い
山
口
市

内
の
「
ザ
ビ
エ
ル

聖
堂
」
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
大
浴
場
、

貸
切
家
族
風
呂
な

ど
個
性
的
な
１０
の

風
呂
が
あ
り
、
館

内
で
湯
め
ぐ
り
が
で
き
る
の

も
魅
力
の
１
つ
。こ
の
う
ち
、

昨
年
１０
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

露
天
風
呂
「
木
も
れ
び
」
、

竹
林
に
囲
ま
れ
た
露
天
風
呂

「
わ
か
た
け
」
は
、
古
き
良

き
湯
田
温
泉
の
雰
囲
気
を
再

現
す
る
館
内
の
木
造
温
泉
場

「
湯
の
ま
ち
倶
楽
部
」
に
あ

り
、
宿
泊
客
に
人
気
だ
。

１２
〜
３
月
は
湯
田
の
冬
の

味
覚
・
フ
グ
を
心
ゆ
く
ま
で

味
わ
え
る
「
特
選
ト
ラ
フ
グ

グ
ル
メ
」が
一
押
し
の
同
館
。

今
年
の
冬
は
美
肌
の
湯
と
フ

グ
を
楽
し
む
の
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。
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山
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湯
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山
口
・
萩
の「
北
門
屋
敷
」

は
、
歴
史
と
文
化
が
薫
る
萩

城
下
町
の
中
心
部
に
位
置
す

る
落
ち
着
い
た
佇
ま
い
の
宿

だ
。
純
和
風
の
客
室
が
く
つ

ろ
ぎ
の
ひ
と
時
を
提
供
す

る
。
「
花
め
ぐ
り
の
湯
」
と

称
し
た
大
浴
場
に
は
、
趣
の

異
な
る
２
つ
の
浴

槽
と
、
四
季
折
々

の
花
、
木
が
眺
め

ら
れ
る
露
天
風
呂

が
あ
る
。
和
の
雰

囲
気
と
絶
妙
に
調

和
す
る
洋
風
ガ
ー

デ
ン
も
自
慢
だ
。

特
別
室
３
室
を

含
む
計
４２
室
。
こ

の
う
ち
５
室
は
露

天
風
呂
付
き
。
色

と
り
ど
り
の
花
が

咲
く
洋
風
ガ
ー
デ

ン
に
は
小
径
が
あ
り
、
散
策

が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。北
門
屋
敷
と
は
別
に
、

川
と
運
河
の
景
観
が
美
し
い

「
雁
嶋
別
荘
」
（
１６
室
）
も

近
隣
に
あ
る
。

花
め
ぐ
り
の
湯
に
は
、
庭

の
白
壁
や
生
垣
が
城
下
町
の

風
情
を
演
出
す
る
「
白
壁
の

湯
」
、
四
季
の
花
、
木
が
映

ろ
う
「
花
の
湯
」
の
２
つ
の

大
浴
場
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

に
露
天
風
呂
が
あ
る
。
湯
上

が
り
ラ
ウ
ン
ジ
か
ら
は
、
宵

闇
に
映
え
る
洋
風
ガ
ー
デ
ン

の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
光
景

が
満
喫
で
き
る
。
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竹
林
露
天
風
呂
「
わ
か
た
け
」

四
季
が
映
ろ
う
露
天
風
呂

日
本
一
の
混
浴
露
天
風
呂

美
肌
の
湯
、満
喫
で
き
る

花
の
香
か
お
る
露
天
風
呂

庭
園
大
露
天
風
呂
「
龍
宮
の
湯
」

「
喜
代
美
山
荘
花
樹
海
」

（
三
矢
昌
洋
社
長
）
は
、
高

松
駅
か
ら
峰
山
緑
地
公
園
の

東
側
に
位
置
し
、
四
季
折
々

の
樹
木
、草
花
に
囲
ま
れ「
花

の
宿
」
と
呼
ば
れ
る
。
客
室

や
展
望
大
浴
場
か
ら
は
瀬
戸

内
海
や
高
松
市
街
地
の
夜
景

を
望
む
こ
と
が

で
き
る
。
本
格

和
風
旅
館
な
が

ら
、
洗
練
さ
れ

た
デ
ザ
イ
ナ
ー

ズ
ル
ー
ム
を
４

室
持
つ
。

宿
の
自
慢
は

視
界
２
０
０
度

の
展
望
パ
ノ
ラ

マ
大
浴
場
。
花

崗
岩
岩
盤
深
く

か
ら
湧
き
出
す

湯
は
、
高
濃
度

の
ラ
ド
ン
が
主
成
分
で
、
毎

分
２
０
０
�
の
豊
富
な
湯
量

を
誇
る
。
泉
質
は
弱
ア
ル
カ

リ
性
低
張
性
冷
鉱
泉
で
、
関

節
痛
、
疲
労
回
復
、
慢
性
婦

人
症
な
ど
に
効
能
が
あ
る
。

ラ
ド
ン
は
気
化
す
る
た
め
、

呼
吸
器
か
ら
体
内
へ
吸
収
す

る
の
が
効
果
的
。
肩
ま
で
ゆ

っ
く
り
と
湯
に
浸
か
る
と
、

よ
り
入
浴
効
果
が
高
ま
る
。

温
泉
は
、
館
内
全
客
室
に

も
引
か
れ
、
ア
ジ
ア
ン
リ
ゾ

ー
ト
な
ど
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

し
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
ル
ー
ム

で
は
、
テ
ラ
ス
で
露
天
ジ
ャ

ク
ジ
ー
が
楽
し
め
る
。

香
川
県
高
松
市
西
宝
町
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「
琴
平
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

桜
の
抄
」（
近
兼
孝
休
社
長
）

は
金
比
羅
宮
表
参
道
の
石
段

そ
ば
に
あ
る
宿
。
温
泉
は
、

「
こ
ん
ぴ
ら
温
泉
い
こ
い
の

湯
」
。
泉
質
は
ア
ル
カ
リ
性

単
純
温
泉
で
神
経
痛
、
筋
肉

痛
、
関
節
痛
な
ど
に
効
能
が

あ
る
。

風
呂
は
大
浴
場
と
男
女
別

の
露
天
風
呂
を
備
え
る
。
女

性
用
露
天
風
呂
で
は
バ
ラ
の

花
を
浮
か
べ
た
「
華
風
呂
」

が
人
気
で
、
バ
ラ
風
呂
目
当

て
に
訪
れ
る
女
性
客
も
多

い
。
浴
槽
に
入
れ
た
バ
ラ
が

傷
む
前
に
入
れ
替
え
る
配
慮

も
忘
れ
な
い
。
男
性
露
天
風

呂
か
ら
は
金
比
羅
さ
ん
が
眺

め
ら
れ
る
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
フ
ロ
ア
ー

「
ゆ
ら
り
あ
」
の
客
室
に
は

沸
湯
の
露
天
風
呂
や
マ
ッ
サ

ジ
チ
ェ
ア
が
付
い
て
お
り
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時
間
を
満

喫
で
き
る
。

今
年
４
月
に
は
和
モ
ダ
ン

調
の
和
洋
室「
ゆ
す
ら
ん
」と

オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
の
レ
ス

ト
ラ
ン
「
ゐ
き
り
」
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。

ゆ
す
ら
ん
は
、
和
洋
折
衷
の

造
り
。
窓
か
ら
は
四
季
の
景

色
や
金
比
羅
宮
の
鎮
座
す
る

象
頭
山
な
ど
を
望
め
る
。

香
川
県
仲
多
度
郡
琴
平
町
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香
川
県
・
こ
ん
ぴ
ら
温
泉

郷
の
「
湯
元
こ
ん
ぴ
ら
温
泉

華
の
湯
紅
梅
亭
」
（
近
兼
弘

幸
社
長
）
は
１
軒
の

宿
に
い
な
が
ら
、
２

つ
の
異
な
る
源
泉
と

１６
種
類
の
風
呂
が
楽

し
め
る
。温
泉
は「
湯

元
こ
ん
ぴ
ら
温
泉
華

の
湯
」
と
「
こ
ん
ぴ

ら
温
泉
い
こ
い
の

湯
」
の
２
つ
の
源
泉

か
ら
引
い
て
い
る
。

華
の
湯
が
ナ
ト
リ

ウ
ム
・
カ
ル
シ
ウ
ム

塩
化
物
温
泉
、
い
こ

い
の
湯
が
ア
ル
カ
リ

性
単
純
温
泉
。
い
ず

れ
も
神
経
痛
や
筋
肉
痛
な
ど

に
効
能
が
あ
る
。

良
質
な
温
泉
は
地
下
と
１

階
、
８
階
で
楽
し
め
る
。
地

下
「
花
す
み
か
」
は
木
の
風

合
い
を
生
か
し
た
空
間
。
た

き
湯
や
あ
わ
露
天
の
ほ
か
、

女
性
は
湯
舟
に
バ
ラ
の
花
を

浮
か
べ
た
「
華
風
呂
」
を
満

喫
で
き
る
。

１
階
「
花
て
ら
す
」
は
、

庭
園
内
に
趣
の
異
な
る
９
種

類
の
風
呂
を
配
置
。
外
湯
感

覚
で
湯
め
ぐ
り
が
で
き
る
。

８
階
は
貸
切
露
天
風
呂
や

露
天
風
呂
付
客
室
の
あ
る
リ

ラ
ッ
ク
ス
フ
ロ
ア
ー
で
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間
の
中
、

温
泉
を
独
り
占
め
で
き
る
。

香
川
県
仲
多
度
郡
琴
平
町
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デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
ル
ー
ム
「
木
も
れ
日

の
刻
」
露
天
ジ
ャ
グ
ジ
ー

視
界
２００
度
の
展
望
大
浴
場

女
性
に
人
気
の
バ
ラ
風
呂

２
つ
の
源
泉
と
１６
の
風
呂

「
花
て
ら
す
」
は
外
湯
感
覚
で

風
呂
を
楽
し
め
る

花びらが浮かんだ「華
風呂」は女性に人気

http://www.mimatu.net/
http://www.matsusaki.co.jp/
http://www.hyoe.co.jp/
http://www.honjinhiranoya.com/
http://www.choraku.co.jp/
http://www.n-tokiwa.co.jp/
http://www.hokumon.co.jp/
http://www.hanajyukai.jp/
http://sakuranosho.jp/
http://www.koubaitei.jp/

